
「古事記，日本書紀の”欠史八代”の諸天皇は実在しなかった。」と言い切れるか？　　～”和風諡号”から考える～

1．はじめに                                                                　　　                 　　　     　　　　　　　　   横山信三

　　「”2代 綏靖”～”9代 開化”までの”欠史八代”の諸天皇は実在せず、紀年を延ばすため、後世に創作・追加されたものである。
　結果、古代史を語る場合、最初の天皇は”10代 崇神=初代 神武？”から始まる。」と言われている。

　果たして「”欠史八代”の諸天皇は実在しなかった。」と言い切れるのか？　非実存説の根拠の1つ”和風諡号”について考える。

2．資料について  （(2/3) 表1．，(3/3) 表2．）

　・表1．表2．は「古事記」,「日本書紀」,「続日本紀」に記載された以下の神々／諸天皇の和風諡号等の一覧である。

　　　表1．　古事記　　 ・・　神代5代／初代 神武　～　33．推古
　　　表2．　日本書紀　・・　神代5代／初代 神武　～　33．推古　～　41．持統
　　　　　　   続日本紀  ・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　42． 文武　～　50．桓武

　・議論で良く出る以下の尊称・美称については青字にした。　また、諱（実名）と思われる部分は赤字にした。

　　　　神(ｶﾑ)，　倭根子/日本根子(ﾔﾏﾄﾈｺ)，　帯/足(ﾀﾗｼ)，　國押/国押(ｸﾆｵｼ)　　　　　　　　淳名川耳(ﾇﾅｶﾊﾐﾐ)
　
　・漢風諡号で「神」が付く「神武」，「崇神」，「応神」及び「雄略」，「継体」，「推古」等の行は線引＆緑色付けし、区切りとした。

3．考察1．”欠史八代”の和風諡号は後世の創作か？  （(2/3) 表1．，(3/3) 表2．参照）

　　”欠史八代”の非実存説の根拠の1つである「”欠史八代”の”和風諡号”は、日本書紀作成時／以後の和風諡号と同じ
　部分が有ることから、後世に付けられたと考えられ、”欠史八代”の諸天皇は後世に創作・追加された。」について考える。

　特に「倭根子/日本根子」は、41．持統以降の天皇の和風諡号に多く使用されており、後世創作論の大きな根拠になっている。

　確かに、初期の大王（～14．仲哀？）に「和風諡号」は元々無く、「帝紀/記紀」作成時に付けられた可能性は大きいと思われる。
　但し「尊称・美称」の部分は後世に付けられたとしても、諱(実名)の部分まで後世に作られたとも思われない。
　実名だけが後世に伝えられ、神代からの連続性を強調するため、日子/彦(ﾋｺ)を含め「尊称・美称」が付けられたとも考えられる。

　井上光貞氏は「”6．ｸﾆｵｼﾋﾄ”等も、後世に”国押”が出てくることから、実名では無く称号であろう。」とする。
　しかし、”8.ｸﾆｸﾙ”がいることから”ｸﾆｵｼ”の名を元々付けていた大王がいてもおかしくは無いと考える。
　また、”3．ﾀﾏﾃﾐ”～”12．ｵｼﾛﾜｹ”は全て”日子/彦”の後に来ていることからも、諱（実名）の可能性が大きいと考える。

4．考察2．諱（実名）で”欠史八代”の存在性を考える  （(2/3) 図1．参照）

　日本書紀の”初代．ｲﾜﾚ”～”10．ｲﾆゑ”の諱での系譜と、埼玉「稲荷山鉄剣」銘の”ｦﾜｹ”の系譜は以下の通りである。

　　　・初代．ｲﾜﾚ　2． ﾇﾅｶﾜﾐﾐ　3．ﾀﾏﾃﾐ　4．ｽｷﾄﾓ　5．ｶゑｼﾈ　6．ｸﾆｵｼﾋﾄ　7．ﾌﾄﾆ　8．ｸﾆｸﾙ　9．ｵﾎﾋﾋ　10．ｲﾆゑ
　　　・初代．ｵﾎﾋｺ　Ⅱ．ﾀｶﾘﾉｽｸﾈ　Ⅲ．ﾃﾖｶﾘﾜｹ　Ⅳ．ﾀｶﾋｼﾜｹ　Ⅴ．ﾀｻｷﾜｹ　Ⅵ．ﾊﾃﾋ　Ⅶ．ｶｻﾋﾖ　Ⅷ．ｦﾜｹ
 
　　”Ⅷ．ｦﾜｹ”の上祖”初代．ｵﾎﾋｺ”は、”8．ｸﾆｸﾙ”の第一子で、”9．ｵﾎﾋﾋ”の兄で、”10．ｲﾆゑ”の伯父である。

　「地方豪族」の七代前の系譜が”10．ｲﾆゑ”，”9．ｵﾎﾋﾋ”，”8．ｸﾆｸﾙ”の時代まで遡るようであれば、「大王」の系譜が
　”8．ｸﾆｸﾙ”から、さらに七代遡る”初代．ｲﾜﾚ”まで伝えられていても不思議では無いと考える。（漢字記録／口承(語り，歌)）

5．結論

　　以上、「和風諡号」の「尊称・美称」が後世的であるからと言って、「諱」の部分まで後世の創作であるとは言い切れない。
　さらに、「諱」と「稲荷山鉄剣銘」から考えて、”初代．ｲﾜﾚ”からの系譜が伝えられていた可能性も排除出来ないと考える。

　ゆえに「尊称・美称」が後世に創作・追加されたとしても、”欠史八代”の諸天皇の非実存説の根拠の一つにはならないと考える。

【参考文献】

　　・古事記　　　 倉野憲司　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 岩波文庫
　　・日本書紀　　坂本太郎・家永三郎・井上光貞・大野晋　　　岩波文庫
　　・続日本紀　　全現代語訳　宇治谷孟 　　　　　　　　　　　　　講談社学術文庫　

　　・古事記及び日本書紀の研究[完全版]　津田左右吉 　　 　毎日ﾜﾝｽﾞ
　　・日本神話と古代国家　　　　　　　　　　　 直木孝次郎　　　　講談社学術文庫
　　・日本の歴史　1　神話から歴史へ　　　　 井上光貞　　　　　 中央文庫　　　　　　　　　　

　　・季刊邪馬台国　26号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梓書院
　　　　第一特集・古代の諸天皇非実存説を批判する　
　　　　　　古代の帝紀は後世の造作では無い　　　　坂本太郎
　　　　　　古代の諸天皇非実存説は成立するのか　安本美典
　　・古代年代論が解く邪馬台国の謎　　　　　　　　　安本美典　勉誠出版
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表１．　古代天皇諡号（古事記（岩波文庫）から）

代 漢風諡号
(*1等は兄弟)

即位年
(日本書紀)

和風諡号（尊，天皇略） 尊称，美称，諱　分割                  諱(実名？) 尊称，美称，諱　分割                  諱(実名？) 　　　　　　備考

-5 天照大御神 天 照 大 御神 ｱﾏ ﾃﾗｽ ｵｵ ﾐｶﾐ

-4 正哉吾勝勝速日天忍穂耳 正哉 吾勝 勝速日  天 忍穂耳 ﾏｻｶﾂ ｱｶﾂ ｶﾁﾊﾔﾋ ｱﾒﾉ  ｵｼﾎﾐﾐ

-3 （神代） （神代） 天邇岐志國邇岐志天津日高日子番能邇邇藝 天邇岐志 國邇岐志 天津日高　日子 番能邇邇藝 ｱﾒﾆｷｼ ｸﾆﾆｷｼ ｱﾏﾂﾋｺ ﾋｺ ﾎﾉﾆﾆｷﾞ

-2 天津日高日子穂穂手見 天津日高　日子 穂穂手見 ｱﾏﾂﾋｺ ﾋｺ ﾎﾎﾃﾞﾐ

-1 天津日高日子波限建鵜葺草葺不合 天津日高　日子 波限 建 鵜葺草葺不合 ｱﾏﾂﾋｺ ﾋｺ ﾅｷﾞｻ ﾀｹ ｳｶﾞﾔﾌｷｱﾍｽﾞ 兄弟

初代 神武 -660 神倭伊波禮毘古 神 倭 伊波禮 毘古 ｶﾑ ﾔﾏﾄ ｲﾊﾚ ﾋﾞｺ ｲﾂｾ，ｲﾅﾋ，ﾐｹﾇ，ﾜｶﾐｹﾇ(ｲﾜﾚ)

2 綏靖 -581 神沼河耳 神 沼河耳 ｶﾑ ﾇﾏｶﾊﾐﾐ ﾀｷﾞｼﾐﾐ，ｷｽﾐﾐ，ﾔゐ，ﾔゐﾐﾐ

3 安寧 -549 師木津日子玉手見 師木津 日子 玉手見 ｼｷﾂ ﾋｺ ﾀﾏﾃﾞﾐ －

4 懿徳 -510 大倭日子鉏友 大 倭 日子 鉏友 ｵﾎ ﾔﾏﾄ ﾋｺ ｽｷﾄﾓ ｲﾛﾈ，ｼｷﾂﾋｺ

5 孝昭 -475 御眞津日子訶惠志泥 御眞津 日子 訶惠志泥 ﾐﾏﾂ ﾋｺ ｶゑｼﾈ ﾀｷﾞｼﾋｺ

6 孝安 -392 大倭帶日子國押人 大 倭 帶 日子 國押人 ｵﾎ ﾔﾏﾄ ﾀﾗｼ ﾋｺ ｸﾆｵｼﾋﾞﾄ ｱﾒｵｼﾀﾗｼﾋｺ

7 孝霊 -290 大倭根子日子賦斗邇 大 倭根子 日子 賦斗邇 ｵﾎ ﾔﾏﾄﾈｺ ﾋｺ ﾌﾄﾆ ｵｵｷﾋﾞﾉﾓﾛｽｽ

8 孝元 -214 大倭根子日子國玖琉 大 倭根子 日子 國玖琉 ｵﾎ ﾔﾏﾄﾈｺ ﾋｺ ｸﾆｸﾙ 稲荷山鉄剣銘 ｵﾎｷﾋﾞﾂﾋｺ等

9 開化 -158 若倭根子日子大毘毘 若 倭根子 日子 大毘毘 ﾜｶ ﾔﾏﾄﾈｺ ﾋｺ ｵﾎﾋﾞﾋﾞ 初代 　　ｵﾎﾋｺ ｵﾎﾋﾞｺ等

10 崇神 -97 御眞木入日子印惠 御眞木 入 日子 印惠 ﾐﾏｷ ｲﾘ ﾋｺ ｲﾆゑ Ⅱ　 ﾀｶﾘﾉｽｸﾈ ﾋｺﾕﾑｽﾐ等

11 垂仁 -29 伊玖米入日子伊沙知 伊玖米 入 日子 伊沙知 ｲｸﾒ ｲﾘ ﾋﾞｺ ｲｻﾁ 以下略

12 景行 71 大帶日子淤斯呂和氣 大 帶 日子 淤斯呂和氣 ｵﾎ ﾀﾗｼ ﾋｺ ｵｼﾛﾜｹ Ⅲ　　 ﾃﾖｶﾘﾜｹ

13 成務 131 若帶日子 若 帶 日子 ﾜｶ ﾀﾗｼ ﾋｺ

14 仲哀 192 帶中日子 帶 中 日子 ﾀﾗｼ ﾅｶﾂ ﾋｺ Ⅳ　　 ﾀｶﾋｼﾜｹ

神功皇后 息長帶日賣 息長 帶 日賣 ｵｷﾅｶﾞ ﾀﾗｼ ﾋﾒ

15 応神 270 品陀和氣 品陀和氣 ﾎﾑﾀﾞﾜｹ

16 仁徳 313 大雀 大雀 ｵﾎｻｻﾞｷ Ⅴ　　　ﾀｻｷﾜｹ

17 履中*1 400 伊邪本和氣 伊邪本和氣 ｲｻﾞﾎﾜｹ

18 反正*1 406 水齒別 水齒別 ﾐﾂﾞﾊﾜｹ Ⅵ 　　　　 ﾊﾃﾋ

19 允恭*1 412 男淺津間若子宿禰 男 淺津間 若子宿禰 ｦ ｱｻﾂﾞﾏ ﾜｸｺﾞﾉｽｸﾈ

20 安康*2 453 穴穂 穴穂 ｱﾅﾎⅦ　　　　 ｶｻﾋﾖ

21 雄略*2 456 大長谷若建 大 長谷 若建 ｵﾎ ﾊﾂｾ ﾜｶﾀｹ Ⅷ　　　　　ｦﾜｹ

22 清寧 480 白髪大倭根子 白髪 大 倭根子 ｼﾗﾆﾉ ｵﾎ ﾔﾏﾄﾈｺ

23 顕宗*3 485 袁祁之石巣別 袁祁之 石巣別 ｦｹﾉ ｲﾊｽﾜｹ

24 仁賢*3 488 意祁 意祁 ｵｹ

25 武烈 498 小長谷若雀 小 長谷 若雀 ｦ ﾊﾂｾ ﾜｶｻｻﾞｷ

26 継体 507 袁本杼 袁本杼 ｦﾎﾄﾞ

27 安閑*4 531 廣國押建金日 廣國 押   建 金日 ﾋﾛ ｸﾆｵｼ ﾀｹ  ｶﾅﾋ

28 宣化*4 535 建小廣國押楯 建 小 廣國 押 楯 ﾀｹ   ｦ ﾋﾛｸﾆ ｵｼ ﾀﾃ

29 欽明*4 539 天國押波流岐廣庭 天國 押波流岐  廣庭 ｱﾒｸﾆ ｵｼﾊﾙｷ  ﾋﾛﾆﾜ

30 敏達*5 572 沼名倉太玉敷 沼名倉 太 玉敷 ﾇﾅｸﾗ ﾌﾄ ﾀﾏｼｷ

31 用明*5 585 橘豊日 橘 豊日 ﾀﾁﾊﾞﾅﾉ ﾄﾖﾋ

32 崇峻*5 587 長谷部若雀 長谷部 若雀 ﾊﾂｾﾍﾞﾉ ﾜｶｻｻﾞｷ

33 推古*5 592 豊御食炊屋比賣 豊 御食 炊屋比賣 ﾄﾖ ﾐｹ ｶｼｷﾞﾔﾋﾒ

以下参考；表2．から抜粋

34 舒明 629 息長足日広額 息長 足 日 広額 日本書紀

35 皇極*6 642 天豊財重日足姫 天豊 財 重日足姫 初代 ｲﾜﾚﾋﾞｺ

36 孝徳*6 645 天万豊日 天 万 豊日 2． ﾇﾅｶﾜﾐﾐ

37 斉明*6 655 （皇極と同じ） 3． ﾀﾏﾃﾐ

38 天智*7 668 天命開別 天命 開別 4． ｽｷﾄﾓ

39 弘文*8 671 5． ｶゑｼﾈ

40 天武*7 672 天淳中原瀛真人 天 淳中原 瀛 真人 6． ｸﾆｵｼﾋﾄ

41 持統 690 高天原広野姫 高天原 広野姫 7． ﾌﾄﾆ 稲荷山鉄剣銘

（続日本紀)大倭根子天之廣野日女 大 倭根子 天之 廣野日女 8． ｸﾆｸﾙ

9． ｵﾎﾋﾋ ｵﾎﾋｺ 初代

42 文武*9 697        天之真宗豊祖父 天之 真宗 豊 祖父 10． ｲﾆゑ  ﾀｶﾘﾉｽｸﾈ Ⅱ．

倭根子豊祖父 倭根子 豊 祖父 11． ｲｻﾁ

43 元明*8 707 日本根子天津御代豊国成姫 日本根子 天津御代 豊国 成姫 12． ｵｼﾛﾜｹ ﾃﾖｶﾘﾜｹ Ⅲ．

44 元正*9 715 日本根子高瑞浄足姫 日本根子 高瑞 浄 足姫 13． (成務)

45 聖武 724 天璽国押開豊桜彦 天璽 国 押開 豊 桜彦 14． (仲哀) ﾀｶﾋｼﾜｹ Ⅳ．

46 孝謙 749 倭根子 倭根子 15． ﾎﾑﾀ

47 淳仁 758 淡路廃帝 16． ｵﾎｻｻﾞｷ ﾀｻｷﾜｹ Ⅴ．

48 称徳 764 （孝謙と同じ） 17． ｲｻﾞﾎﾜｹ

49 光仁 770 天宗高紹 天宗 高紹 18． ﾐﾂﾊﾜｹ ﾊﾃﾋ Ⅵ．

50 桓武 781 日本根子皇統弥照 日本根子 皇統 弥照 19． ﾜｸｺﾞﾉｽｸﾈ

20． ｱﾅﾎ ｶｻﾋﾖ Ⅶ．

21． ﾜｶﾀｹ ｦﾜｹ Ⅷ．

図１．日本書紀と稲荷山鉄剣銘の系譜

旧辞？

古事記

日本書紀

帝紀・旧辞選録

帝紀？

天皇記，国記？

倭の五王

の時代
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表２．　古代天皇諡号（日本書紀（岩波文庫）から）

代 漢風諡号
(*1等は兄弟)

即位年
(日本書紀)

和風諡号（尊，天皇略） 尊称，美称，諱　分割                  諱(実名？) 尊称，美称，諱　分割                  諱(実名？) 　　　　　　備考

-5 天照大神 天 照 大 神 ｱﾏ ﾃﾗｽ ｵｵ ﾐｶﾐ 大日孁貴 ｵﾎﾋﾙﾒﾉﾑﾁ

-4 正哉吾勝勝速日天忍穂耳 正哉 吾勝 勝速日 天 忍穂耳 ﾏｻｶﾂ ｱｶﾂ ｶﾁﾊﾔﾋ  ｱﾏﾉ ｵｼﾎﾐﾐ

-3 （神代） （神代） 天津彦彦火瓊瓊杵 天津彦 彦 火瓊瓊杵 ｱﾏﾂﾋｺ ﾋｺ ﾎﾉﾆﾆｷﾞ

-2 彦火火出見 彦 火火出見 ﾋｺ ﾎﾎﾃﾞﾐ

-1 彦波瀲武鸕鷀草葺不合 彦 波瀲 武 鸕鷀草葺不合 ﾋｺ ﾅｷﾞｻ ﾀｹ ｳｶﾞﾔﾌｷｱｴｽﾞ

初代 神武 -660 神日本磐余彦 神 日本 磐余 彦 （火火出見） ｶﾑ ﾔﾏﾄ ｲﾜﾚ ﾋﾞｺ （ﾎﾎﾃﾞﾐ） 始馼天下

2 綏靖 -581 神淳名川耳 神 淳名川耳 ｶﾑ ﾇﾅｶﾜﾐﾐ ﾊﾂｸﾆｼﾗｽ

3 安寧 -549 磯城津彦玉手看 磯城津 彦 玉手看 ｼｷﾂ ﾋｺ ﾀﾏﾃﾐ

4 懿徳 -510 大日本彦耜友 大 日本 彦 耜友 ｵｵ ﾔﾏﾄ ﾋｺ ｽｷﾄﾓ

5 孝昭 -475 観松彦香殖稲 観松 彦 香殖稲 ﾐﾏﾂ ﾋｺ ｶゑｼﾈ

6 孝安 -392 日本足彦国押人 日本 足 彦 国押人 ﾔﾏﾄ ﾀﾗｼ ﾋｺ ｸﾆｵｼﾋﾄ

7 孝霊 -290 大日本根子彦太瓊 大 日本根子 彦 太瓊 ｵﾎ ﾔﾏﾄﾈｺ ﾋｺ ﾌﾄﾆ

8 孝元 -214 大日本根子彦国牽 大 日本根子 彦 国牽 ｵﾎ ﾔﾏﾄﾈｺ ﾋｺ ｸﾆｸﾙ 稲荷山鉄剣銘

9 開化 -158 稚日本根子彦大日日 稚 日本根子 彦 大日日 ﾜｶ ﾔﾏﾄﾈｺ ﾋｺ ｵﾎﾋﾋ 初代 　　ｵﾎﾋｺ

10 崇神 -97 御間城入彦五十瓊殖 御間城 入 彦 五十瓊殖 ﾐﾏｷ ｲﾘ ﾋﾞｺ ｲﾆゑ Ⅱ　 ﾀｶﾘﾉｽｸﾈ 御肇国

11 垂仁 -29 活目入彦五十狭茅 活目 入 彦 五十狭茅 ｲｸﾒ ｲﾘ ﾋﾞｺ ｲｻﾁ ﾊﾂｸﾆｼﾗｽ

12 景行 71 大足彦忍代別 大 足 彦 忍代別 ｵﾎ ﾀﾗｼ ﾋｺ ｵｼﾛﾜｹ Ⅲ　　 ﾃﾖｶﾘﾜｹ

13 成務 131 稚足彦 稚 足 彦 ﾜｶ ﾀﾗｼ ﾋｺ

14 仲哀 192 足仲彦 足 仲 彦 ﾀﾗｼ ﾅｶﾂ ﾋｺ Ⅳ　　 ﾀｶﾋｼﾜｹ

神功皇后 気長足姫 気長 足 姫 ｵｷﾅｶﾞ ﾀﾗｼ ﾋﾒ

15 応神 270 誉田 誉田 ﾎﾑﾀ

16 仁徳 313 大鷦鷯 大鷦鷯 ｵﾎｻｻﾞｷ Ⅴ　　　ﾀｻｷﾜｹ

17 履中*1 400 去来穂別 去来穂別 ｲｻﾞﾎﾜｹ

18 反正*1 406 端歯別 端歯別 ﾐﾂﾊﾜｹ Ⅵ 　　　　 ﾊﾃﾋ

19 允恭*1 412 雄朝津間稚子宿禰 雄 朝津間 稚子宿禰 ｦ ｱｻﾂﾞﾏ ﾜｸｺﾞﾉｽｸﾈ

20 安康*2 453 穴穂 穴穂 ｱﾅﾎⅦ　　　　 ｶｻﾋﾖ

21 雄略*2 456 大泊瀬幼武 大 泊瀬 幼武 ｵﾎ ﾊﾂｾﾉ ﾜｶﾀｹ Ⅷ　　　　　ｦﾜｹ

22 清寧 480 白髪武広国押稚日本根子 白髪 武 広国 押 稚 日本根子 ｼﾗｶﾉ ﾀｹ ﾋﾛｸﾆ ｵｼ ﾜｶ ﾔﾏﾄﾈｺ 白髪皇子 ｼﾗｶﾉﾐｺ

23 顕宗*3 485 弘計 弘計 ｦｹ 来目稚子 ｸﾒﾉﾜｸｺﾞ

24 仁賢*3 488 億計 億計 ｵｹ 大脚（大石尊) ｵﾎｼ

25 武烈 498 小泊瀬稚鷦鷯 小 泊瀬 稚鷦鷯 ｦ ﾊﾂｾﾉ ﾜｶｻｻﾞｷ

26 継体 507 男大迹 男大迹 ｦﾎﾄﾞ 彦太尊 ﾋｺﾌﾄﾉﾐｺﾄ

27 安閑*4 531 広国押武金日 広国 押 武 金日 ﾋﾛｸﾆ ｵｼ  ﾀｹ ｶﾅﾋ 勾大兄 ﾏｶﾞﾘﾉｵﾎｴ

28 宣化*4 535 武小広国押盾 武 小 広国 押 盾 ﾀｹ ｦ ﾋﾛｸﾆ ｵｼ ﾀﾃ

29 欽明*4 539 天国排開広庭 天国 排開 広庭 ｱﾒｸﾆ ｵｼﾊﾗｷ ﾋﾛﾆﾜ

30 敏達*5 572 淳中倉太珠敷 淳中倉 太 珠敷 ﾇﾅｸﾗ ﾉ ﾌﾄ ﾀﾏｼｷ 他田天皇 ｦｻﾀ

31 用明*5 585 橘豊日 橘 豊日 ﾀﾁﾊﾞﾅ ﾉ ﾄﾖﾋ

32 崇峻*5 587 泊瀬部 泊瀬部 ﾊﾂｾﾍﾞ 泊瀬部皇子 ﾊﾂｾﾍﾞ

33 推古*5 592 豊炊屋姫 豊 御食 炊屋姫 ﾄﾖ ﾐｹ ｶｼｷﾔﾋﾒ 額田部 ﾇｶﾀﾍﾞ

34 舒明 629 息長足日広額 息長 足 日 広額 ｵｷﾅｶﾞ ﾀﾗｼ ﾋ ﾋﾛﾇｶ 田村 ﾀﾑﾗ

35 皇極*6 642 天豊財重日足姫 天豊 財 重日足姫 ｱﾒﾄﾖ ﾀｶﾗ ｲｶｼﾋﾀﾗｼﾋﾒ 宝 ﾀｶﾗ

36 孝徳*6 645 天万豊日 天 万 豊日 ｱﾒ ﾖﾛﾂﾞ ﾄﾖﾋ 軽 ｶﾙ

37 斉明*6 655 （皇極と同じ）

38 天智*7 668 天命開別 天命 開別 ｱﾒﾐｺﾄ ﾋﾗｶｽﾜｹ 中大兄 ﾅｶﾉｵｵｴ

39 弘文*8 671

40 天武*7 672 天淳中原瀛真人 天 淳中原 瀛 真人 ｱﾏﾉ ﾇﾅﾊﾗ ｵｷﾉ ﾏﾋﾄ 大海人 ｵﾎｼｱﾏ

41 持統*8 690 高天原広野姫 高天原 広野姫 ﾀｶﾏﾉﾊﾗ ﾋﾛﾉﾋﾒ 鸕野讃良 ｳﾉﾉｻﾗﾗ

（続日本紀)大倭根子天之廣野日女 大 倭根子 天之 廣野日女 ｵｵ ﾔﾏﾄﾈｺ ｱﾒﾉ ﾋﾛﾉﾋﾒ

（以下　続日本紀（講談社学術文庫）から）

42 文武*9 697        天之真宗豊祖父 天之 真宗 豊 祖父 ｱﾒﾉ ﾏﾑﾈ ﾄﾖ ｵｵｼﾞ 軽 ｶﾙ

倭根子豊祖父 倭根子 豊 祖父 ﾄﾖ ｵｵｼﾞ

43 元明*8 707 日本根子天津御代豊国成姫 日本根子 天津御代 豊国 成姫 ﾔﾏﾄﾈｺ ｱﾏﾂﾐｼﾛ ﾄﾖ ｸﾆ ﾅﾘﾋﾒ (幼名)　　阿閇 ｱｴ

44 元正*9 715 日本根子高瑞浄足姫 日本根子 高瑞 浄 足姫 ﾔﾏﾄﾈｺ ﾀｶﾐｽﾞ ｷﾖ ﾀﾗｼﾋﾒ (諱)　　　氷高 ﾋﾀﾞｶ

45 聖武 724 天璽国押開豊桜彦 天璽 国 押開 豊 桜彦 ｱﾒｼﾙｼ ｸﾆｵｼ ﾋﾗｷ ﾄﾖｻｸﾗﾋｺ 首 ｵﾋﾞﾄ

46 孝謙 749 倭根子 倭根子 ﾔﾏﾄﾈｺ 阿部 ｱﾍﾞ

47 淳仁 758 淡路廃帝 (諱)　　　大炊 ｵｵｲ

48 称徳 764 （孝謙と同じ）

49 光仁 770 天宗高紹 天宗 高紹 ｱﾒﾑﾈ ﾀｶﾂｷﾞ (諱)　　　白壁 ｼﾗｶﾍﾞ

50 桓武 781 日本根子皇統弥照 日本根子 皇統 弥照 ﾔﾏﾄﾈｺ ｺｱﾏﾂﾋﾂｷﾞｲ ﾔﾃﾗｽ 山部 ﾔﾏﾉﾍﾞ

旧辞？

古事記

日本書紀

帝紀・旧辞選録

帝紀？

天皇記，国記？

倭の五王

の時代
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